
事業所名　鎌倉市児童発達支援センターあおぞら園　

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

① 7 6 1 2

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

② 1 6 8 1

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

③ 4 11 0 1

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

④ 6 6 2 2

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑤ 9 3 0 4

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

生活空間は、清潔で、心
地よく過ごせる環境に
なっていますか。また、
子ども達の活動に合わせ
た空間になっていますか

・掃除の業者さんが掃除をした後でも
米粒が残っていたりすることがある。
・トイレが暗い

・清掃業者との連携を取り清
潔な環境づくりをしていきま
す。

適
切
な
支
援
の
提
供

子どもと保護者のニーズ
や課題が客観的に分析さ
れた上で、児童発達支援

計画ⅱが作成されています
か

環
境
・
体
制
整
備

子どもの活動等のスペー
スが十分に確保されてい
ますか

・部屋の大きさがそれぞれ違う。とん
ぼは狭いと思う。

・クラス編成をする際に改善
していきます。

職員の配置数や専門性は
適切ですか

・人手が足りないです
・少ない。ヘルプをお願いしても難し
いことがある。上司と現場の職員配置
に対する考えにギャップを感じる
・人員が足りない

・人手に関しては人事部と相
談をして改善していきす。
・職員の声に応えて話し合い
の場を持ちます。

生活空間は本人にわかり
やすい構造化ⅰされた環
境になっていますか。ま
た特性に応じ、事業所の
設備等は、バリアフリー
化や情報伝達への配慮が
適切にされていますか

・クラスによります。クラス利用児の
特性によって設定しています。
・情報が伝わってこないことが多い

・報連相の改善をしていきま
す。

職員からの事業所評価の集計結果（公表）

公表： 令和5年3月31日

職員数20　回答数16　割合80％

質問 ご意見
工夫している点

課題や改善すべき点

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない



⑥ 8 5 0 3

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑦ 10 2 1 3

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑧ 3 8 2 3

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑨ 10 2 1 3

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑩ 11 4 2 4

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑪ 7 6 0 3

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑫ 3 8 2 3

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

保育所や認定こども園、
幼稚園等との交流や、他
の子どもと活動する機会
がありますか

・もう少し交流の機会があっても良
い。

・計画していきたいと思いま
す。

保
護
者
へ
の
説
明
等

運営規定、利用者負担等
について丁寧な説明があ
りましたか

児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい
及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童
発達支援計画」を示しな
がら、支援内容の説明が
ありましたか

保護者に対して家族支援
プログラム（ペアレン

ト・トレーニングⅳ等）が
行われていますか

児童発達支援計画に沿っ
た支援が行われています
か

活動プログラムⅲが固定化
しないよう工夫されてい
ますか

・職員の人数が少ないことによってで
きないプログラムが出てくる（散歩・
園庭活動など）

・人員確保に努力いたしま
す。令和５年度の職員配置は
確保できています。利用児に
とっての園生活が楽しく充実
できるようまた、職員が働き
がいのある事業所になるよう
にしていきます。

適
切
な
支
援
の
提
供

児童発達支援計画には、
ガイドラインの「発達支
援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、
「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に
必要な項目が適切に選択
され、その上で具体的な
支援内容が設定されてい
ますか

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない



⑬ 12 3 0 1

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑭ 13 2 0 1

はい
どちらとも
いえない

いいえ
わから
ない

⑮ 7 3 0 5

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑯ 10 3 0 2

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑰ 13 1 0 1

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑱ 9 2 0 4

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

⑲ 11 2 0 2

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

非
常
時
等
の
対
応

定期的に会報やホーム
ページ等で、活動概要や
行事予定、連絡体制等の
情報や業務に関する自己
評価の結果を子どもや保
護者に対しての発信があ
りますか

・HPは動いていないと思います。 ・管理していきます。

個人情報の取り扱いは十
分注意されていますか

・キッズリーがどこでもログインでき
るのはよいのか？個人にゆだねられて
いる部分がある。

・コンプライアンスの徹底と
倫理の共有をし、共通認識の
もと働けるようにしていきま
す。

子どもや保護者からの相
談や申し入れについて、
対応の対策が整備されて
いるとともに、子どもや
保護者に周知・説明さ
れ、相談や申し入れをし
た際に迅速かつ適切に対
応されていますか

子どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされています
か

定期的に、保護者に対し
て面談や育児に関する助
言等の支援が行われてい
ますか

父母の会の活動支援や、
保護者会等の開催等によ
り保護者同士の連携が支
援されていますか

保
護
者
へ
の
説
明
等

日頃から子どもの状況を
保護者と伝え合い、子ど
もの健康や発達の状況、
課題について共通理解が
できていますか

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない



⑳ 12 2 0 1

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

㉑ 14 1 0 0 0

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

㉒ 12 2 0 1

はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

㉓ 4 9 1 1

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

「本人にわかりやすく構造化された環境」は、何をするのか子ども本人がわかりやすい配置や工夫のことです。

「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通
じて、総合的な支援目標及び、達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画の
ことです。これは事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

「活動プログラム」は、事業所の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの特性や課題等に応じて柔軟に組みわせて実施さ
れることが想定されています。

「ペアレント・トレーニング」は保護者が子どもの行動を観察して特性を理解したり、特性を踏まえた褒め方等を学ぶことより、子どもが適切な行動を獲得
することを目標とします。

満
足
度

子どもは通所を楽しみに
していますか

事業所の支援に満足して
いますか

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定
し、保護者に周知・説明
されていますか。また、
発生を想定した訓練が実
施されていますか

非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出、そ
の他必要が訓練が行われ
ていますか

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない

はい どちらとも

いえない

いいえ わからない


